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１ 　 第 7 7 2 8 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 １ ５ 日 ㈯

　
山 口 市 の 桜 の 名 所 で あ

る 一 の 坂 川 周 辺 や 、 歴 史的 風 情 を 感 じ さ せ る 竪 小路 付 近 に お い て 、 和 装 での 散 策 を 呼 び か け る 催 し「 着 物 ｄ ｅ お さ ん ぽ 」が 、

2 2日  （ 土 ）  か ら ４ 月 ６

日  （ 日 ）  ま で 開 か れ る 。 主催 は 山 口 市 で 、 大 路 ロ ビー の 指 定 管 理 者 ・ Ｎ Ｐ Ｏ

０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

９ ２ ２

０ ） へ の 予 約 が 必 要 だが 、 当 日 で も 空 き が あ れば 参 加 可 能 。　
着 物 を 持 っ て い な か っ

た り 、 自 分 で 着 付 け ら れな か っ た り す る 場 合 でも 、 山 口 市 菜 香 亭 （ 天花 、

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３ ３ １ ２ 、 火 曜 休 館 ）  、部 坂 呉 服 店 （ 上 竪 小 路 、☎
０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

１ ８

８ ９ 、 無 休 ）  、 Ｌ Ａ Ｗ ＡＫ Ｕ （ 下 市 町 、

☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

６ ４ ５ ４ 、 火

曜 店 休 ） で レ ン タ ル や 着付 け サ ー ビ ス を 利 用 で きる 。 い ず れ の 施 設 ・ 店 舗も 予 約 が 必 要 だ 。　
４ 月 ６ 日 に は 、 国 宝 ・

瑠 璃 光 寺 五 重 塔 が 建 つ 香山 公 園 （ 香 山 町 ） 内 の 茶

室 「 露 山 堂 」 で 「 お 茶 体験 」 が で き る 。 時 間 は 午前

1 0時 か ら 午 後 ２ 時 ま

で 。 予 約 不 要 で 、 体 験 料は ５ ０ ０ 円 。　
ま た 、 着 な く な っ た 着

物 を 出 品 し 、 別 の 出 品 者の 着 物 を 譲 り 受 け る こ とが で き る 「 着 物 交 換 会 」も 実 施 さ れ る 。 出 品 す る着 物 等 を

2 2日  （ 土 ）  午 後 ５

時 ま で に 大 路 ロ ビ ー に 持ち 込 む と （ １ 人 ５ 点 まで ）  、 交 換 会 に 参 加 で きる 。 持 ち 込 め る の は 、 着物 、 帯 、 羽 織 ・ コ ー ト 類で 、 襦

じ ゅ ば ん

袢 ・ 帯 揚 げ ・ 帯 締

め は 未 使 用 の も の に 限る 。 交 換 会 は 、

2 3日
　

（ 日 ）  午 前

1 0時 か ら 正 午 ま

で 、 山 口 市 菜 香 亭 で 開 かれ る 。

法 人 大 路 小 路 ま ち ・ ひ とづ く り ネ ッ ト ワ ー ク （ 内山 秋 久 代 表 ） が 企 画 ・ 運営 を 担 う 。　
期 間 中 、 着 物 を 身 に 着

け て 、 協 賛 し て い る

1 6の

店 舗 ・ 施 設 を 利 用 す れば 、 さ ま ざ ま な 特 典 や サー ビ ス が 受 け ら れ る 。　
ま た 、 着 物 で

期 間 中 に

来 場 し 、 感 想 や 写 真 を イン ス タ グ ラ ム に 投 稿 す ると 、 オ リ ジ ナ ル 手 ぬ ぐ いま た は 、 フ ェ ー ス マ ス ク「 ゆ だ う る る 」 が も ら える 。 投 稿 す る 際 は 、  「 着物 ｄ ｅ お さ ん ぽ 」 の イ ンス タ グ ラ ム を フ ォ ロ ーし 、  「 ＃ 着 物 ｄ ｅ お さ んぽ 」 と ハ ッ シ ュ タ グ を つけ る 。 大 路 ロ ビ ー の ス タ

ッ フ に 投 稿 画 面 を 見 せ ると 、 そ の 場 で 品 物 を 受 け取 る こ と が で き る 。　
プ ロ カ メ ラ マ ン に 自 身

の 姿 を 桜 並 木 で 撮 影 し ても ら え る 催 し は 、

2 9日
　

（ 土 ）  、

3 0日  （ 日 ）  、 ４ 月 ５

日  （ 土 ）  の 午 前

1 0時 半 か ら

午 後 ３ 時 ま で 。 １ 組

1 5分

で 、 料 金 は １ ０ ０ ０ 円 。撮 影 デ ー タ は 、 後 日 専 用ア ド レ ス か ら ダ ウ ン ロ ード で き る 。 前 日 ま で に 大路 ロ ビ ー （ 下 竪 小 路 、

☎

月 の 光

　
そ の 一

詩 集 『 在 り し 日 の 歌 』 よ り

月 の 光 が 照 つ て ゐ た月 の 光 が 照 つ て ゐ た　 　

お 庭 の 隅 の 草

く さ む ら

叢 に

　 　

隠 れ て ゐ る の は 死 ん だ 児 だ

月 の 光 が 照 つ て ゐ た月 の 光 が 照 つ て ゐ た　 　

お や 、 チ ル シ ス と ア マ ン ト が

　 　

芝 生 の 上 に 出 て 来 て る

ギ タ ア を 持 つ て は 来 て ゐ る がお つ ぽ り 出 し て あ る ば か り　 　

月 の 光 が 照 つ て ゐ た

　 　

月 の 光 が 照 つ て ゐ た
7 2

長 男 ・ 文 也 を 亡 く し た 翌 年 の 昭 和 十 二 年 二 月 に 雑 誌 「 文 学 界 」に 発 表 さ れ た 二 篇 中 の 一 篇 。  「 チ ル シ ス と ア マ ン ト 」 は ヴ ェ ルレ ー ヌ の 詩 な ど に 登 場 す る 牧 人 で 、  「 死 ん だ 児 」 と は 対 照 的 にく つ ろ い だ 様 子 を 見 せ て い ま す 。 月 光 が 静 か に 降 り 注 ぐ 中 、 詩は 「 そ の 二 」 に 続 き ま す 。

�

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

整 列

を 丸 め て 、 キ ッ チ ン の 扉 を 開 け る 。 冬の 早 朝 の キ ッ チ ン は 、 近 く の 街 頭 か ら射 し こ む 微 か な 灯 り で 、 薄 い 青 紫 色 をし て い る 。 空 気 は 鋭 角 に 張 り つ め て 手の 先 が 切 れ る よ う に 冷 た い 。　
死 者 が 整 列 し て い る 。 冬 の 朝 の キ ッ

チ ン に は 毎 日 死 者 が 整 列 す る 。  「 皆 さん お は よ う ご ざ い ま す 」  。 背 を 伸 ば し直 立 し 、 四 十 五 度 に 腰 を 折 る 。　
鍋 に 水 を 張 り 、 火 に か け る 。 整 列 が

乱 れ て 、 幼 馴 染 の ミ ッ チ ャ ン が 、 元 気そ う ね 、 と さ さ や く 。 掌 で 豆 腐 を 賽 の目 に 切 っ て い る と 姉 が 寄 っ て き て 、 も

　
私 は ベ ッ ド か ら 起 き 出

し 、 毛 糸 の 帽 子 を 被 り ス カー フ を 首 に き つ め に 巻 き 背

っ と 丁 寧 に 、 と 肩 を つ つ く 。 麦 み そを 漉 す 。 キ ッ チ ン に 味 噌 の 香 が 広 がり 、 整 列 は ほ ど け る 。 味 噌 汁 を 味 見す る の は 、 し っ か り 者 の 同 級 生 の 村上 さ ん 。 ネ ギ を 刻 み 、 菜 漬 け を 皿 に盛 る 。 も う す で に 伯 母 が 炊 き あ が った 釜 か ら ご 飯 を よ そ い 回 し て い る 。透 き 通 っ た 白 い 手 や 、 太 い 手 、 短 いの や ら 長 い の や ら 乱 れ に 乱 れ て 。　
足 に ま と わ り つ く の は 可 愛 い タ

マ 。 猟 犬 ロ ッ キ ー も 、 行 方 不 明 に なっ た タ ロ ウ も い る 。 空 気 が 揺 れ る 。　
大 き く 息 を 吸 い 込 み 深 呼 吸 す る 。

橙 色 の 朝 陽 が 射 し こ み 始 め る 、 と 死者 は 急 い で 整 列 す る 。 私 は 深 く 礼 をす る 。 死 者 は 微 笑 み な が ら 消 え て 行く 。 私 は 味 噌 汁 を す す る 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 １ ５ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

２ ０ ２ ４  年  の 「  ジ ュ  ニ  ア  オ  ー  ケ  ス ト ラ  」

２ ０ ２ ４  年  １ ０ 月  の  巡  検 （  長  門  峡  ）

　
「 第

5 2

回 市 民 コン サ ート 」 が 、
2 0 

 

日

（木 ・
祝 ） 午 後１ 時 から 、 山 口市 民 会 館

（ 山 口 市
中 央 ２ ）で 開 か れる 。  〝あの 名 演 奏

田 フ ァ ミ リ ー ▽ 岩 下 フ ァミ リ ー　
ピ ア ノ 独 奏

＝ 筒 井 奈 緒

（ 附 属 山 口 小 ６ 年 ） ▽ 吉村 歌 織 （ 秋 穂 小 ６ 年 ） ▽進 藤 愛 華 （ 附 属 山 口 中 ３年 ） ▽ 村 田 咲 歩 （ 大 殿 中３ 年 ）　
合 唱

＝ 大 殿 小 合 唱 部 ▽

良 城 小 合 唱 団 ▽ 山 口 中 央高 合 唱 部 ▽ 合 唱 団 そ う なそ　
打 楽 器 独 奏

＝ 内 田 温 大

（ 小 郡 南 小 ６ 年 ）　
独 唱

＝ 戸 嶋 志 帆 （ 大 歳

小 ６ 年 ） ▽ 山 本 彩 月 （ 湯田 中 ３ 年 ）　
管 打 ア ン サ ン ブ ル

＝ 小

を も う 一 度 〞 と 、 各 種 音楽 コ ン ク ー ル で 優 秀 な 成績 を 収 め た 人 や 熱 心 に 音楽 活 動 を 続 け て い る 山 口市 民 を 招 い て 再 度 演 奏 して も ら う 、 毎 年 春 の 恒 例イ ベ ン ト だ 。 入 場 は 無料 。 部 門 お よ び 出 演 者（ 学 校 名 ） は 、 次 の 通り 。  （ 敬 称 略 ）　
童 謡

＝ 藤 井 美 友 ・ 藤 井

亮 哉 （ 宮 野 小 ３ 年 ） ▽ 小

郡 中 吹 奏 楽 部 管 打 八 重 奏　
ま た 、 小 郡 中 、 鴻 南

中 、 山 口 大 附 属 山 口 中 、山 口 中 央 高 、 山 口 高 、 防府 西 高 の 生 徒 約 １ ０ ０ 人に よ る 「 ジ ュ ニ ア オ ー ケス ト ラ 」 は 、  「 こ う も り序 曲 」  （ ヨ ハ ン ・ シ ュ トラ ウ ス ２ 世 ）  、  「 弦 楽 の ため の ア ダ ー ジ ョ 」  （ サ ミュ エ ル ・ バ ー バ ー ）  、  「 カル メ ン 組 曲 よ り 」  （ ビ ゼー ） を 演 奏 す る 。 学 校 や学 年 の 枠 を 超 え て 、 こ のコ ン サ ー ト の た め だ け に編 成 さ れ る た め 、  〝 一 期一 会 〞 の 演 奏 を 楽 し む こと が で き る 。　 「 県 の コ ン ク ー ル で 金賞 以 上 を 受 賞 し 、 全 国 大会 で も 活 躍 し て い る 児童 ・ 生 徒 ・ 学 生 ら を 迎 えて の ス テ ー ジ 。  『 音 楽 家の 卵 』 と も 言 え る 若 々 しく も 実 力 の あ る 市 民 に よる 演 奏 を 、 ぜ ひ 会 場 で 直接 聞 い て ほ し い 」 と 、 主

催 す る 山 口 市 文 化 振 興 財団 。然 よ も や ま 話 「 今 年 の 活動 を 振 り 返 っ て 」  （ 発 表者
：
城 市 育 朗 さ ん ）

　
年 会 費 は ５ ０ ０ ０ 円

（ ４ 月

2 0日 の 総 会 時 に 納

入 ） で 、 巡 検 費 用 は 別 途必 要 。 申 し 込 み は 、 は がき に 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏名 、 電 話 番 号 を 記 入 し 、〒 ７ ５ ４

－

９ ８ ９ ７

　
山

口 市 嘉 川 ５ ０ ２ ５ 、 長 冨肇 さ ん （

☎
０ ８ ３

－

９ ８

９

－

６ １ ２ ７ ） へ 。 締 め

切 り は

3 1日  （ 月 ）  。

　
同 会 は

「 山 口 大 で 地 質

学 を 教 え て い た 金 折 裕 司さ ん に 、 南 海 ト ラ フ や 活断 層 な ど を 学 べ る 機 会 を多 く 設 け た 。 興 味 の あ る方 は ぜ ひ 」 と 、 入 会 を 呼び 掛 け て い る 。

島 根 （ 県 外 ） 巡 検 「 国 道９ 号 に 沿 っ た 活 断 層 」（ 案 内 者

：
金 折 裕 司 さ

ん ） ▽ ９ 月 ７ 日 ＝ 自 然 史講 座 「 発 掘 雑 感 」  （ 講師
：
村 岡 和 雄 さ ん ） ▽

1 0

月

1 9日 ＝ 巡 検 「 南 海 ト ラ

フ 地 震 の 津 波 の 伝 承 地 を訪 ね て 」  （ 案 内 者

：
金 折

裕 司 さ ん ） ▽

1 1月 ９ 日 ＝

ハ イ キ ン グ 「 萩 往 還

　
秋

の 萩 往 還 を 歩 く

　
萩 駅 〜

明 木 」  （ 案 内 者

：
同 会 巡

検 委 員 ） ▽

1 2月 ７ 日 ＝ 自

然 史 基 礎 講 座 「 星 の 地 図帳 〜 星 図 に つ い て 」  （ 講師
：
亀 山 俊 弘 さ ん ）  、 自

立 ち の 知 識 を よ り 深 め ると と も に 、 会 員 相 互 の 親睦 と 健 康 を 図 る こ と 」 を目 的 に 、 約

5 0人 が 活 動 し

て い る 。　
活 動 予 定 は 次 の 通 り

（ す べ て 日 曜 の 開 催 ）  。　
４ 月

2 0日 ＝ 総 会 ・ 記 念

講 演 「 南 海 ト ラ フ 地 震 と津 波 〜 過 去 か ら 学 び 、 次の 大 地 震 に 備 え る 」  （ 講師
：
金 折 裕 司 さ ん ） ▽ ５

月

1 1日 ＝ 阿 東 ・ 嘉 年 巡 検

「 石 灰 岩 地 帯 と 阿 武 川 の
源 流 を 訪 ね て 」  （ 案 内者

：
塩 見 興 一 郎 さ ん ） ▽

同

3 1日  （ 土 ）  ・ ６ 月 １ 日 ＝

　
「 山 口 自 然 史 同 好 会 」

（ 長 冨 肇 会 長 ） が 、 ２ ０２ ５ 年 度 の 会 員 を 募 集 して い る 。 同 会 は 山 口 高 の開 放 講 座 「 自 然 史 講 座 」の 受 講 生 ら を 中 心 に １ ９９ ３ 年 に 発 足 し た 会 で 、「 郷 土 の 自 然 に 学 び 、 各地 を 巡 検 し 、 大 地 の 生 い

2 0日

第 ５ ２ 回  市  民 コ ン  サ ー ト
市 民 の “ 名 演 奏 ” を 再 演「 郷 土 の 自 然 に 学 び 、  各 地 を 巡 見 」

山 口 自 然 史 同 好 会 が 会 員 を 募 集

～  ３ １ 日

 １ 行 記 事　 ２ ２ 日 （ 土 ） 、 県 内 初 開 催 と な る 「 海 洋 散 骨 体 験 ク ル ー ズ 」 が 下 関 市 で 開 か れ る 。 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ は 、 コ ー プ 葬 祭 （ 　  ０ １ ２ ０ － ０ ５ － ４ ０ ４ ０ ） へ 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 １ ５ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 「 上 関 原 発 を 建 て さ せ な い 山 口 大 集 会 」 が 、 ２ ２ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ２ 時 ま で ビ ッ グ シ ェ ル （ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ） で あ る 。 「 美 味 し い も の マ ル シ ェ 」 も 開 催 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ３ 月 １ ５ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


